
２
０
１
２
年
12
月
に
就
任
し
た
安
倍

首
相
は
、
２
０
１
３
年
１
月
の
東
南
ア
ジ

ア
歴
訪
を
皮
切
り
に
、
２
０
１
５
年
10
月

ま
で
に
36
回
、
１
６
８
日
間
、
70
か
国
近

い
国
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
外
遊
ま
で
に

累
積
し
た
対
外
援
助
の
総
額
は
６
兆
５

千
億
円
に
迫
り
ま
す
。
こ
の
援
助
は
日

本
の
安
保
理
常
任
理
事
国
入
り
や
、

日
本
へ
の
対
日
批
判
の
回
避
、
財
界
の

対
外
投
資
促
進
な
ど
、
ア
ベ
イ
ズ
ム
に

よ
る
利
益
誘
導
が
目
的
で
す
。

他
方
、
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関

（ユ
ネ
ス
コ
）の
世
界
記
憶
遺
産
登
録
問

題
で
中
国
が
求
め
た
「
南
京
大
虐
殺
」

が
意
に
反
し
て
認
め
ら
れ
る
と
居
丈
高

に
抗
議
。
拠
出
金
の
約
54
億
円
（全
体

比
率
10
・
84
％
）
の
支
出
を
見
直
す
と

恫
喝
外
交
を
す
る
始
末
で
す
。

10
月
26
日
、
安
倍
内
閣
は
沖
縄
の

辺
野
古
新
基
地
建
設
予
定
地
周
辺
３

地
区
の
区
長
を
官
邸
に
呼
び
つ
け
、
地

域
振
興
の
補
助
金
を
交
付
す
る
と
懐

柔
策
に
出
ま
し
た
。
沖
縄
県
や
名
護
市

の
頭
越
し
に
、
地
方
自
治
に
国
が
直
接

介
入
す
る
禁
じ
手
で
す
。

ま
た
辺
野
古
新
基
地
建
設
に
反
対

し
て
い
る
名
護
市
に
は
米
軍
再
編
交
付

金
は
停
止
し
た
ま
ま
で
す
。
こ
れ
は
原

発
立
地
自
治
体
に
は
「
電
源
立
地
地

域
交
付
金
」
を
餌
に
し
た
原
発
再
稼

働
へ
の
利
益
誘
導
と
同
じ
で
す
。
多
く

の
自
治
体
が
財
源
難
の
中
、
札
束
で

顔
を
叩
き
、
政
府
の
言
う
こ
と
を
聞
け

と
言
わ
ん
ば
か
り
の
手
法
は
、
安
倍
政

治
の
下
で
常
態
化
し
て
い
ま
す
。

防
衛
省
は
、
翁
長
雄
志
沖
縄
県
知

事
の
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
埋
め
立

て
承
認
の
取
り
消
し
に
対
し
、
行
政
不

服
審
査
法
に
よ
る
効
力
停
止
の
申
立

を
し
ま
し
た
。
そ
の
申
立
先
は
国
交
省

で
す
。
同
法
は
あ
く
ま
で
個
人
と
国
の

関
係
を
前
提
と
し
ま
す
が
、
こ
れ
を
無

視
。
国
交
省
は
早
速
、
効
力
停
止
を

認
め
る
茶
番
劇
を
演
じ
、
沖
縄
防
衛

局
は
工
事
を
再
開
す
る
と
い
う
暴
挙
に

出
ま
し
た
。

安
倍
政
権
の
独
裁
的
な
暴
走
を
許

し
た
の
は
自
民
党
一
強
多
弱
を
生
ん

だ
国
政
選
挙
の
結
果
で
す
。
も
う
同
じ

轍
を
踏
む
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

国
民
と
国
会
を
無
視
し
、
権
力
と
金

力
に
モ
ノ
を
言
わ
せ
る
安
倍
政
権
は
打

倒
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
反
ア
ベ
政
治

の
共
同
の
力
を
大
き
く
し
ま
し
よ
う
。

来
た
る
べ
き
来
夏
の
参
議
院
選
挙
を

共
同
の
力
で
勝
利
し
ま
し
ょ
う
。
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新社会党 で
す

こんにちは

内外で権力とカネにモノを言わせる安倍首相

安
全
保
障
法
制
（戦
争
参
加
法
）を
問
答
無
用
と
ば
か
り
に
強
行
採
決
し
た
安
倍

政
権
。
さ
ら
に
10
月
５
日
に
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）交
渉
で
大
筋
合

意
し
ま
し
た
。
日
本
の
進
路
を
左
右
す
る
こ
れ
ら
の
重
大
な
政
治
課
題
に
対
し
、
野
党

は
憲
法
53
条
に
基
づ
い
て
臨
時
国
会
の
開
会
要
求
を
政
府
・与
党
に
突
き
付
け
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
安
倍
政
権
は
国
会
で
の
「て
い
ね
い
な
説
明
」ど
こ
ろ
か
野
党
の
要
求
を
拒
否

し
、
10
月
22
日
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
６
ヵ
国
の
歴
訪
に
出
発
。
諸
外
国
で
は
対
外
支
援
金

の
大
盤
振
る
舞
い
、
国
内
で
は
札
束
で
顔
を
叩
く
利
益
誘
導
の
政
治
手
法
を
乱
発
。

安
倍
政
権
は
権
力
と
金
力
を
か
さ
に
懐
柔
と
脅
し
を
使
い
分
け
た
非
道
な
政
権
で
す
。
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外
遊
は
札
束
外
交

ユ
ネ
ス
コ
に
は
恫
喝 ナ

シ
、
臨
時
国
会
は
拒
否

沖
縄
で
は
禁
じ
手

カ
ネ
で
自
治
を
分
断

元
凶
は
１
強
多
弱

自
公
両
党
に
鉄
槌
を

て
い
ね
い
な
説
明



第
１
に
、
国
が
個
人
情
報
を
一
元
管
理

し
、
監
視
・
監
督
し
ま
す
。
個
人
情
報
が
際

限
な
く
収
集
さ
れ
、
国
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
侵
害
さ
れ
ま
す
。
収
拾
さ
れ
る
情
報
は

氏
名
、
年
齢
、
顔
写
真
、
家
族
構
成
、
給
料
、

不
動
産
、
医
療
費
、
年
金
、
介
護
保
険
、
生

活
保
護
、
治
療
、
予
防
接
種
、
奨
学
金
な

ど
本
人
に
関
す
る
す
べ
て
の
情
報
が
記
録

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
情
報
は
国
家
公
務
員
の

身
分
証
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
、
診
察
券
の
ワ
ン
カ
ー
ド
化
、
運
転
免
許
、

教
員
免
許
、
学
歴
証
明
と
一
体
化
さ
れ
、

蓄
積
・
活
用
さ
れ
ま
す
。
国
民
は
カ
ー
ド
が

な
け
れ
ば
生
活
が
成
り
立
た
な
く
な
り
ま

す
。
実
質
的
な
強
制
、
こ
れ
は
国
家
に
よ
る

国
民
へ
の
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
で
す
。

第
２
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
国
民
を
総
背
番

号
化
し
、
個
人
を
番
号
と
し
て
扱
い
ま
す
。

そ
の
た
め
仕
事
、
収
入
、
資
産
等
に
よ
っ
て

「
あ
ん
た
は
〇
円
」
と
人
間
を
「
値
段
」
で
見

る
風
潮
が
生
ま
れ
ま
す
。
総
背
番
号
化
は

人
間
の
尊
厳
を
奪
い
、
奴
隷
化
し
ま
す
。

第
３
に
、
制
度
導
入
に
莫
大
な
経
費
が
か

か
り
、
Ｉ
Ｔ
利
権
が
発
生
し
ま
す
。
導
入
費

用
は
約
３
０
０
０
億
円
、
毎
年
の
運
営
に
３

０
０
～
４
０
０
億
円
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
備

え
る
と
数
兆
円
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
国
は
自
治
体
に
多
額
の
持
ち
出
し
を

求
め
て
い
ま
す
。
自
治
体
職
員
は
仕
事
で
過

重
な
負
担
を
強
い
ら
れ
る
一
方
、
制
度
を

運
用
す
る
情
報
セ
ン
タ
ー
や
シ
ス
テ
ム
機
構

が
官
僚
の
天
下
り
機
関
と
な
り
ま
す
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
は
政
治
・
官
僚
・
財
界
の
Ｉ
Ｔ

利
権
を
生
み
、
国
民
を
食
い
物
に
し
ま
す
。

第
４
に
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
が
脆
弱
で
す
。

日
本
年
金
機
構
の
１
２
５
万
件
に
上
る
個

人
情
報
流
出
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
脆
弱
さ
、

ず
さ
ん
な
管
理
の
実
態
を
浮
き
彫
り
に
し

ま
し
た
。
番
号
は
民
間
企
業
も
扱
う
た
め
、

情
報
漏
え
い
の
危
険
性
は
い
っ
そ
う
高
ま
り

ま
す
。
ベ
ネ
ッ
セ
事
件
で
は
４
８
０
０
万
人
分

の
個
人
情
報
が
名
簿
業
者
に
売
却
さ
れ
、

多
く
の
被
害
者
が
出
ま
し
た
。

第
５
に
、
政
府
に
対
す
る
不
信
で
す
。
米

国
の
国
家
安
全
保
障
局
（
Ｎ
Ｓ
Ａ
）
に
よ
る
主

要
諸
国
の
指
導
者
の
携
帯
電
話
な
ど
の
盗

聴
が
発
覚
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｓ
Ａ
は
日
本
で
も

内
閣
府
、
日
銀
、
経
産
省
、
三
菱
商
事
、
三

井
物
産
な
ど
35
回
線
を
盗
聴
し
て
い
ま
し

た
が
、
政
府
は
抗
議
し
て
い
ま
せ
ん
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
に
よ
っ
て
国
民
の
個
人
情
報
が

他
国
の
機
関
に
筒
抜
け
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
は
悪
法
の
中
の
悪
法
で

す
。
ま
ず
、
制
度
を
形
骸
化
さ
せ
、
そ
の

後
に
廃
止
さ
せ
る
の
が
一
番
で
す
。
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赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
全
国
民

と
住
民
票
の
あ
る
外
国
人
に
12
ケ
タ
の

番
号
を
付
け
て
管
理
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
番
号
通
知
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

全
国
５
５
０
０
万
通
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治

体
か
ら
世
帯
宛
に
送
ら
れ
ま
す
。
自
治

体
は
国
の
言
い
分
を
鵜
呑
み
に
し
て
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
「
行
政
の
効
率
性
や

透
明
性
を
高
め
、
公
平
・
公
正
な
社
会
を

実
現
す
る
た
め
の
制
度
」
と
説
明
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
は
国
民
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
奪
い
、
徹
底
管
理
す
る

も
の
で
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。

国
家
の
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
だ

１
億
２
０
０
０
万
人
を
管
理

い
ら
な
い
、
こ
ん
な
制
度

国家が

人
間
が
番
号
化
さ
れ
、
奴
隷
に

国
民
を
食
い
物
に
す
る
Ｉ
Ｔ
利
権

情
報
漏
え
い
の
危
険
い
っ
ぱ
い

個
人
情
報
が
他
国
に
筒
抜
け
に
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